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広　報　　た　　ば　　や　　ま広　報　　た　　ば　　や　　ま （2）第 118号（3） 第 118号

▲放水披露も高圧で行われました

１月13日、丹波中学校体育館において、平成19年
丹波山村消防団出初式が、盛大に、かつ晴れやか
に挙行されました。
出初式では、消防活動に功績のあった消防団員の
表彰が行われました。

１月13日、丹波中学校体育館において、平成19年
丹波山村消防団出初式が、盛大に、かつ晴れやか
に挙行されました。
出初式では、消防活動に功績のあった消防団員の
表彰が行われました。

【
県
消
防
協
会
乙
種
功
労
表
彰
】

専
任
班
長
　
岡
部
栄
久

専
任
班
長
　
橋
詰
　
修

専
任
班
長
　
木
下
武
久

専
任
班
長
　
岡
部
隆
一

【
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰
】

班
長
　
　
　
芦
澤
将
一
郎

班
長
　
　
　
吉
野
は
や
と

班
長
　
　
　
長
谷
川
達
弥

【
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰
】

第
一
部
長
　
小
林
弘
幸

【
県
防
犯
協
会
上
野
原
支
部
長
表
彰
】

班
長
　
　
　
舩
木
和
久

班
長
　
　
　
青
柳
幸
男

班
長
　
　
　
久
保
田
崇
史

【
永
年
勤
続
功
労
表
彰
】

副
団
長
　
　
藤
原
　
貢

【
団
長
功
績
表
彰
】

第
一
部
長
　
小
林
弘
幸

第
二
部
長
　
河
村
直
樹

【
団
長
功
労
表
彰
】

専
任
班
長
　
岡
部
栄
久

専
任
班
長
　
橋
詰
　
修

専
任
班
長
　
岡
部
隆
一

専
任
班
長
　
木
下
喜
人

専
任
班
長
　
木
下
武
久

班
長
　
　
　
岡
部
岳
志

班
長
　
　
　
楳
澤
千
代
男

【
25
年
勤
続
表
彰
】

団
員
　
　
　
河
村
春
樹

団
員
　
　
　
岡
部
秀
樹

【
20
年
勤
続
表
彰
】

専
任
班
長
　
岡
部
栄
久

班
長
　
　
　
木
下
浩
一

団
員
　
　
　
小
池
文
夫

団
員
　
　
　
白
木
敏
彦

【
10
年
勤
続
表
彰
】

団
員
　
　
　
青
柳
成
彦

表
彰
さ
れ
る
小
林
部
長

表
彰
さ
れ
た
団
員

▲総指揮の岡部副団長を先頭に堂々と行進

村民皆様からのたくさんのご芳志、ありがとうございました。

合
併
構
想
検
討
委
員
会

▲

Vol.
 2

■秩父多摩甲斐国立公園等を活用し、首都圏を
中心とした観光施策などの拡充ができる。

■東京都の水源涵養林を効果的に活用できる。

■商業圏は、甲州市での購買率が30％を越えて
おり、生活上の一体性がある。

■商業圏・生活圏で一体性のある甲州市と合併
することで、生活区域と行政区域の一体性が
図れる。

■国道411号による地形的つながりや東京都の
水源林経営等で行政上のつながりが深い。

■塩山駅から氷川間の路線バスの昭和47年４月
廃線以降、途絶えていた塩山駅方面へのバス
が運行された場合、県内甲府方面へのアクセ
スが容易となる。　など

甲州市があげている
丹波山村との合併のメリット

▲甲州市方面からの玄関「一之瀬橋」トンネルの開通が待たれる

　
前
回
の
広
報
1
月
号
で
は
、「
合
併
に
関

す
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
」と「
甲
州
市
と
丹

波
山
村
の
す
が
お
」に
つ
い
て
、お
知
ら
せ

い
た
し
ま
し
た
が
、今
回
は
、合
併
の
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
当
然
、メ
リ
ッ
ト
を
求
め
て
合
併
を
検
討

す
る
訳
で
す
が
、全
国
の
合
併
市
町
村
の
動

き
を
見
ま
し
て
も
、こ
れ
ら
メ
リ
ッ
ト
だ
け

で
な
く
、ど
う
し
て
も
デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ

て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

　
基
本
的
に
、合
併
の
際
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
高
い
水
準
に
、負

担
は
低
い
水
準
に
調
整
さ
れ
ま
す
。」と
は

言
わ
れ
て
は
い
ま
す
が
、後
々
後
悔
し
な
い

た
め
に
も
、事
前
に
十
分
に
考
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
問
題
で
す
。　

　「
地
方
分
権
推
進
委
員
会
・
市
町
村
合
併

の
推
進
に
つ
い
て
の
意
見
」で
は
、合
併
の

効
果
と
し
て
、次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

◎
メ
リ
ッ
ト
・・・
利
点
・
長
所

●
広
域
的
視
点
に
た
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の

展
開
や
施
策
の
広
域
的
調
整
が
可
能
と

な
る
こ
と

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
や
公
共
施
設
の

広
域
的
利
用
等
に
よ
る
住
民
の
利
便
性

の
向
上

●
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
職
員
の
採
用
・
増

強
や
専
任
の
組
織
の
設
置
が
可
能
に
な

る
こ
と

●
行
政
組
織
の
合
理
化

●
公
共
施
設
の
広
域
的
・
効
率
的
な
配
置
　

な
ど

◎
デ
メ
リ
ッ
ト
・・・
欠
点
・
短
所

●
行
政
と
の
距
離
が
遠
く
な
る
こ
と
に
よ

る
住
民
の
利
便
性
の
低
下

●
住
民
の
意
見
の
施
策
へ
の
反
映
や
き
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に
な

る
こ
と

●
合
併
後
の
中
心
部
と
周
辺
部
と
の
地
域

格
差
の
発
生

●
地
域
の
連
帯
感
の
喪
失

●
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
や
住
民
負
担
の

増
加
　
な
ど

　
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、意
見
の
中
で
、

「
こ
れ
ら
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、合
併
に
つ
い
て
の

関
係
市
町
村
の
協
議
の
中
で
、十
分
な
検
討

を
行
い
、ま
た
、合
併
に
つ
い
て
の
行
財
政

措
置
を
十
分
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ

の
ほ
と
ん
ど
が
解
消
で
き
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、甲
州
市
と
丹
波
山
村
が
合
併

し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

甲
州
市
で
は
、左
に
あ
げ
た
点
を
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
い
ま
す
。

　
丹
波
山
村
か
ら
見
て
も
、同
様
の
こ
と
が

言
え
ま
す
が
、メ
リ
ッ
ト
は
最
大
限
に
生
か

し
て
、デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
す
れ
ば
、い

か
に
し
て
解
消
、ま
た
は
最
小
限
に
抑
え
て

い
く
か
検
討
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
設
立
予
定
の「
合
併
構
想
協
議
会

（
仮
称
）」に
つ
い
て
は
、次
の
役
職
や
代
表

者
で
構
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
助
役 

1
名

●
村
議
会
議
員
の
代
表 

2
名

●
各
地
区
の
代
表 

9
名

●
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
る
者 

3
名

　
以
上
、計
15
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
を
考
え
る
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た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

甲
州
市
で
は
、左
に
あ
げ
た
点
を
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
い
ま
す
。

　
丹
波
山
村
か
ら
見
て
も
、同
様
の
こ
と
が

言
え
ま
す
が
、メ
リ
ッ
ト
は
最
大
限
に
生
か

し
て
、デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
す
れ
ば
、い

か
に
し
て
解
消
、ま
た
は
最
小
限
に
抑
え
て

い
く
か
検
討
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
設
立
予
定
の「
合
併
構
想
協
議
会

（
仮
称
）」に
つ
い
て
は
、次
の
役
職
や
代
表

者
で
構
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
助
役 

1
名

●
村
議
会
議
員
の
代
表 

2
名

●
各
地
区
の
代
表 

9
名

●
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
る
者 

3
名

　
以
上
、計
15
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
を
考
え
る



広　報　　た　　ば　　や　　ま広　報　　た　　ば　　や　　ま （4）第 118号（5） 第 118号

表職 員 給 与 等 の 公村
平成18年4月1日現在における
村職員の給与等の状況を公表します。

役
場
内
に
暦
年
の
夏
ま
つ
り
チ
ラ
シ
を
展
示

▼

一般行政職の級別職員数の状況

部門別職員数の状況

人件費の状況（平成17年度普通会計決算）

職員の採用・退職の状況

職員給与費の状況（平成18年度普通会計予算）

主な職員手当の状況

表職 員 給 与 等 の 公村

特別職の報酬等の状況

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 職員の初任給の状況

職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

ラスパイレス指数の状況

表職 員 給 与 等 の 公村区分

標準的な職務内容

職員数

構成比

１級

主事

5人

29.4％

2級

主任

2人

11.8％

3級

副主査・主査

5人

29.4％

4級

主幹・課長

4人

23.5％

5級

困難課長

1人

5.9％

6級

複雑困難課長

―

0.0％

計

17人

100.0％

区分

一般行政職

技能労務職

平均給料月額

295,500円

219,100円

平均年齢

39.7歳

46.4歳

区分

一般行政職
大学卒

高校卒

初任給

170,200円

138,400円

年齢

22歳

18歳

大学卒

短大卒

高校卒

大学卒

短大卒

高校卒

区分

一般行政職

技能労務職

経験10年

―

253,200円

―

―

―

―

経験15年

303,700円

―

―

―

210,000円

―

経験20年

―

314,600円

276,800円

―

―

205,100円

※丹波山村職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名であり、課長には次長、局長を含めます。

職員数

1人

5人

1人

―　

2人

3人

―　

3人

2人

17人

3人

―　

3人

5人

1人

1人

1人

8人

28人

一般行政部門

特別行政部門

公営企業等

会計部門

区分

議会

総務

税務

労働

農林水産

商工

土木

民生

衛生

小計

教育

消防

小計

病院

水道

下水道

その他（国保・介護）

小計

合計

※職員数は一般職に属する職員であり、教育長を含みます。

住民基本台帳人口
（H18.3.31）

825人

歳出額
（A）

1,368,802千円

実質収支

69,107千円

人件費
（B）

192,702千円

人件費率
（B/A）

14.1％

※人件費には、議員報酬・手当、委員等報酬および特別職の給与等を含みます。

※勤務年数とは、卒業後直ちに採用さ
れ、引き続き勤務している場合の採用
後の年数をいうものです。

※経験年数別の10年とは10年以上15年
未満、15年とは15年以上20年未満、20年
とは20年以上25年未満の区分に基づい
ています。

※表中、 ― は、該当する職員がいな
いということです。

職種

一般事務職

保育・幼稚園教諭

技能労務職

医師

看護・保健職

合計

退職

0人

0人

0人

0人

0人

0人

H18.4.1

18人　

1人　

4人　

2人　

2人　

27人　

採用

0人

0人

0人

0人

0人

0人

H17.3.31

18人　

1人　

4人　

2人　

2人　

27人　

区分

期末勤勉手当

退職手当

特殊勤務手当

時間外勤務
手当

内容

（平成17年度支給割合）
6月期　期末1.40月　勤勉0.725月
12月期　期末1.60月　勤勉0.725月
計　　期末3.00月　勤勉1.450月

（支給率）　　自己都合　　勧奨・定年
勤続20年　　21.00月分　　27.30月分
勤続25年　　33.75月分　　42.12月分
勤続35年　　47.50月分　　59.28月分
最高限度額　59.28月分　　59.28月分

支給職員数　2人
1人あたり平均支給月額　453,000円
手当の種類　1種類
手当の名前　診療手当

支給職員数　18人
1人あたり平均支給月額　13,200円

区分

扶養手当

住居手当

通勤手当

内容

配偶者　13,000円
配偶者以外2人まで　1人6,000円
　扶養親族でない配偶者がある場合
　1人のみ　6,500円
　配偶者がない場合
　1人のみ　11,000円
その他　5,000円

借家の場合
　家賃の額に応じ27,000円を限度に支給
自宅の場合
　世帯主である職員に4,000円

交通機関利用の場合
　運賃相当額を全額支給
自動車等使用者
　通勤距離が片道2km以上の場合に通勤
　距離に応じて支給

区分

村長

助役

教育長

給料月額

550,000円

480,000円

450,000円

期末手当

6月期　2.10月分

12月期　2.35月分

計　4.45月分

区分

議長

副議長

議員

報酬月額

190,000円

158,000円

135,000円

期末手当

6月期　1.60月分

12月期　1.75月分

計　3.35月分

※職員手当には、退職手当を含みません。　
※給与費は、当初予算に計上された額です。

職員数
（A）

18人

給料

58,117千円

職員手当

13,771千円

期末勤勉手当

23,462千円

計　（B）

95,350千円

1人あたり
給与費（B/A）

5,297千円

給　　与　　費

※国家公務員の給料額を100とした場合の本村職員の給料額の　
割合です。

区分

一般行政職

丹波山村

89.9

国

100.0

県内市町村平均

95.2
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表職 員 給 与 等 の 公村
平成18年4月1日現在における
村職員の給与等の状況を公表します。

役
場
内
に
暦
年
の
夏
ま
つ
り
チ
ラ
シ
を
展
示

▼

一般行政職の級別職員数の状況

部門別職員数の状況

人件費の状況（平成17年度普通会計決算）

職員の採用・退職の状況

職員給与費の状況（平成18年度普通会計予算）

主な職員手当の状況

表職 員 給 与 等 の 公村

特別職の報酬等の状況

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 職員の初任給の状況

職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

ラスパイレス指数の状況

表職 員 給 与 等 の 公村区分

標準的な職務内容

職員数

構成比

１級

主事

5人

29.4％

2級

主任

2人

11.8％

3級

副主査・主査

5人

29.4％

4級

主幹・課長

4人

23.5％

5級

困難課長

1人

5.9％

6級

複雑困難課長

―

0.0％

計

17人

100.0％

区分

一般行政職

技能労務職

平均給料月額

295,500円

219,100円

平均年齢

39.7歳

46.4歳

区分

一般行政職
大学卒

高校卒

初任給

170,200円

138,400円

年齢

22歳

18歳

大学卒

短大卒

高校卒

大学卒

短大卒

高校卒

区分

一般行政職

技能労務職

経験10年

―

253,200円

―

―

―

―

経験15年

303,700円

―

―

―

210,000円

―

経験20年

―

314,600円

276,800円

―

―

205,100円

※丹波山村職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名であり、課長には次長、局長を含めます。

職員数

1人

5人

1人

―　

2人

3人

―　

3人

2人

17人

3人

―　

3人

5人

1人

1人

1人

8人

28人

一般行政部門

特別行政部門

公営企業等

会計部門

区分

議会

総務

税務

労働

農林水産

商工

土木

民生

衛生

小計

教育

消防

小計

病院

水道

下水道

その他（国保・介護）

小計

合計

※職員数は一般職に属する職員であり、教育長を含みます。

住民基本台帳人口
（H18.3.31）

825人

歳出額
（A）

1,368,802千円

実質収支

69,107千円

人件費
（B）

192,702千円

人件費率
（B/A）

14.1％

※人件費には、議員報酬・手当、委員等報酬および特別職の給与等を含みます。

※勤務年数とは、卒業後直ちに採用さ
れ、引き続き勤務している場合の採用
後の年数をいうものです。

※経験年数別の10年とは10年以上15年
未満、15年とは15年以上20年未満、20年
とは20年以上25年未満の区分に基づい
ています。

※表中、 ― は、該当する職員がいな
いということです。

職種

一般事務職

保育・幼稚園教諭

技能労務職

医師

看護・保健職

合計

退職

0人

0人

0人

0人

0人

0人

H18.4.1

18人　

1人　

4人　

2人　

2人　

27人　

採用

0人

0人

0人

0人

0人

0人

H17.3.31

18人　

1人　

4人　

2人　

2人　

27人　

区分

期末勤勉手当

退職手当

特殊勤務手当

時間外勤務
手当

内容

（平成17年度支給割合）
6月期　期末1.40月　勤勉0.725月
12月期　期末1.60月　勤勉0.725月
計　　期末3.00月　勤勉1.450月

（支給率）　　自己都合　　勧奨・定年
勤続20年　　21.00月分　　27.30月分
勤続25年　　33.75月分　　42.12月分
勤続35年　　47.50月分　　59.28月分
最高限度額　59.28月分　　59.28月分

支給職員数　2人
1人あたり平均支給月額　453,000円
手当の種類　1種類
手当の名前　診療手当

支給職員数　18人
1人あたり平均支給月額　13,200円

区分

扶養手当

住居手当

通勤手当

内容

配偶者　13,000円
配偶者以外2人まで　1人6,000円
　扶養親族でない配偶者がある場合
　1人のみ　6,500円
　配偶者がない場合
　1人のみ　11,000円
その他　5,000円

借家の場合
　家賃の額に応じ27,000円を限度に支給
自宅の場合
　世帯主である職員に4,000円

交通機関利用の場合
　運賃相当額を全額支給
自動車等使用者
　通勤距離が片道2km以上の場合に通勤
　距離に応じて支給

区分

村長

助役

教育長

給料月額

550,000円

480,000円

450,000円

期末手当

6月期　2.10月分

12月期　2.35月分

計　4.45月分

区分

議長

副議長

議員

報酬月額

190,000円

158,000円

135,000円

期末手当

6月期　1.60月分

12月期　1.75月分

計　3.35月分

※職員手当には、退職手当を含みません。　
※給与費は、当初予算に計上された額です。

職員数
（A）

18人

給料

58,117千円

職員手当

13,771千円

期末勤勉手当

23,462千円

計　（B）

95,350千円

1人あたり
給与費（B/A）

5,297千円

給　　与　　費

※国家公務員の給料額を100とした場合の本村職員の給料額の　
割合です。

区分

一般行政職

丹波山村

89.9

国

100.0

県内市町村平均

95.2
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

寒さもへっちゃら！ぼくたち風の子！

１月10日（水）～12日（金）。
群馬県水上宝台樹スキー場にて、２泊３日の「風の子スキー教室」
が行なわれました。
小学４年生から中学２年生の、元気いっぱいの風の子21人。
４年生にとっては初めての参加、でも、やっぱり丹波の子、風の子。
降りしきる雪も何のその。
七転び八起き、ゲレンデ狭しと直滑降ですべり回りました。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

だんごを食べると、風邪ひかないぞ！

1月14日（日）、晴れ。
小正月恒例の「お松焼き」が各地区で行なわれました。
奥秋地区では午後５時にお松様に火がつけられると、だんご
を手に子どもたちが続々と集まってきました。
昔はこの日に子どもたちによる「小松引き」が行なわれていま
したが、今は残念ながらやっていません。
地区住民が一体となる風習、残していきたいですね。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ちいさな議員さん、村政を問う！

２月５日（月）、晴れ。
丹波山村議会場において、丹波小学校６年生による「子ども議
会」が開催されました。
村長、教育長も出席し、本物の議会さながらの質疑・討論がくり
広げられました。
ごみ問題、市町村合併、山村留学など、村の課題に鋭く切り込む
ちいさな議員さん、たのもしい限りです。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

鬼は～外、ちいさな鬼の大きな声！

２月２日（金）、晴れ。
保育所では「節分豆まき会」が行なわれました。
赤鬼さん、青鬼さんのお面をつけた９人の園児たち、所せましと
走り回る元気者の鬼に変身してしまいました。
みんなの中にいる鬼はどんな鬼かな～？
いっぱい運動した後は、年の数だけ豆を食べて、お昼寝もいっぱい
しました。

地域の出来事　　Topics＆News
身近なニュース・出来事などお知らせください。村ホームページ「タバスキーブログ」でも掲載しております。

■
青
梅
市
営
火
葬
場

　
使
用
料
と
時
間
が
変
更

　
青
梅
市
営
火
葬
場
で
は
、
3
月
1

日
か
ら
新
し
い
施
設
で
の
操
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、使
用
料
金
と
火
葬

時
間
が
次
の
表
の
と
お
り
改
正
に

な
り
ま
し
た
。

　
参
考
ま
で
に
、近
隣
の
市
町
村
に

あ
る
火
葬
場
で
は
、区
域
外
住
民
の

成
人
遺
体
1
体
の
火
葬
料
は
次
の

と
お
り
で
す
。

日
ノ
出
町
ひ
の
で
斎
場
　
6
万
円

上
野
原
市
葬
斎
場
　
　
　
4
万
円

山
梨
市
東
山
聖
苑
　
　
　
4
万
円

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
助
役
・
収
入
役
が

　
廃
止
さ
れ
ま
す

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、４

月
１
日
か
ら
助
役
に
変
え
て
副
村

長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
副
村
長
の
職
務
は
、村
長
の
命
を

受
け
政
策
及
び
企
画
を
つ
か
さ
ど

る
こ
と
と
、村
長
の
権
限
に
属
す
る

事
務
の
一
部
を
委
任
を
受
け
て
執

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、収
入
役
を
廃
止
し
、職
員

の
中
か
ら
会
計
管
理
者
を
置
く
も

の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
林
野
火
災
の

　
防
止
に
つ
い
て

　
山
火
事
が
多
発
す
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
て

い
ま
す
の
で
、た
き
火
、た
ば
こ
、下

草
焼
き
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
火

の
不
始
末
が
原
因
で
、周
囲
に
す
ぐ

燃
え
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。作
業

や
行
楽
で
山
に
入
る
時
は
、

●
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
枯
れ
草

な
ど
の
あ
る
場
所
で
は
、火
を
使
用

し
な
い
こ
と

●
強
風
の
時
に
は
、た
き
火
や
下
草

焼
き
を
し
な
い
こ
と

●
た
ば
こ
の
火
は
完
全
に
消
し
て
、

投
げ
捨
て
は
し
な
い
こ
と
　
な
ど
、

火
の
取
扱
に
は
十
分
注
意
し
、貴
重

な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
村
民
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
丹
波
山
村
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

ー
ビ
ス（
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｙ
）で
は
、加
入

者
を
随
時
募
集
中
で
す
。

　
廉
価
で
高
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
簡
単
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、メ
ー
ル
も
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
領
域
の
も
あ
り
ま
す
。

　
村
民
だ
け
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
し

て
、皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

　２月６日、丹波山村社会福祉協議会に新しい福祉
車両「きずな」が寄贈されました。
　この車両は、YBS山梨放送が昨年の夏に放映した
「24時間テレビ・愛は地球を救う」に寄せられた募金
で購入したものです。
　車いすの利用者が乗り降りしやすいスロープ付
きで、軽自動車なので村内の狭い道でも大活躍して
くれます。村社会福祉協議会では、外出支援サービ
ス（診療所への送迎）に活用していきます。
　募金をくださった全国の皆様、ありがとうござい
ました。

　　区　分

12歳以上

12歳未満

死産児

改葬による遺骨

新料金

80,000円

50,000円

30,000円

30,000円

火葬時間

09：00　09：30
10：00　10：30
11：30　12：00
13：00　13：30
14：00　14：30

●青梅市営火葬場の新料金と火葬時間

4月は統一地方選挙

丹波山村選挙管理委員会　電話 88-0211

【告示日】　３月30日（金）
【投票日】　４月８日（日）

【告示日】　４月17日（火）
【投票日】　４月22日（日）

■ 丹波山村議会議員選挙

■ 山梨県議会議員選挙

今年は統一地方選挙の年です。
県議会議員選挙は４月８日、村議会議員選挙は
４月22日に投票日が予定されています。
私たちの山梨、私たちの丹波山を考え、皆さん
の投票をお願いいたします。

●丹波山村インターネット料金

区分

一般住宅

初期費用（工事・モデム代）

30,000円

利用料月額

3,150円

お
知
ら
せ
　Inform

ation

4月は統一地方選挙

24時間テレビ「愛は地球を救う」
スロープ付福祉車両を寄贈！
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

寒さもへっちゃら！ぼくたち風の子！

１月10日（水）～12日（金）。
群馬県水上宝台樹スキー場にて、２泊３日の「風の子スキー教室」
が行なわれました。
小学４年生から中学２年生の、元気いっぱいの風の子21人。
４年生にとっては初めての参加、でも、やっぱり丹波の子、風の子。
降りしきる雪も何のその。
七転び八起き、ゲレンデ狭しと直滑降ですべり回りました。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

だんごを食べると、風邪ひかないぞ！

1月14日（日）、晴れ。
小正月恒例の「お松焼き」が各地区で行なわれました。
奥秋地区では午後５時にお松様に火がつけられると、だんご
を手に子どもたちが続々と集まってきました。
昔はこの日に子どもたちによる「小松引き」が行なわれていま
したが、今は残念ながらやっていません。
地区住民が一体となる風習、残していきたいですね。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ちいさな議員さん、村政を問う！

２月５日（月）、晴れ。
丹波山村議会場において、丹波小学校６年生による「子ども議
会」が開催されました。
村長、教育長も出席し、本物の議会さながらの質疑・討論がくり
広げられました。
ごみ問題、市町村合併、山村留学など、村の課題に鋭く切り込む
ちいさな議員さん、たのもしい限りです。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

鬼は～外、ちいさな鬼の大きな声！

２月２日（金）、晴れ。
保育所では「節分豆まき会」が行なわれました。
赤鬼さん、青鬼さんのお面をつけた９人の園児たち、所せましと
走り回る元気者の鬼に変身してしまいました。
みんなの中にいる鬼はどんな鬼かな～？
いっぱい運動した後は、年の数だけ豆を食べて、お昼寝もいっぱい
しました。

地域の出来事　　Topics＆News
身近なニュース・出来事などお知らせください。村ホームページ「タバスキーブログ」でも掲載しております。

■
青
梅
市
営
火
葬
場

　
使
用
料
と
時
間
が
変
更

　
青
梅
市
営
火
葬
場
で
は
、
3
月
1

日
か
ら
新
し
い
施
設
で
の
操
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、使
用
料
金
と
火
葬

時
間
が
次
の
表
の
と
お
り
改
正
に

な
り
ま
し
た
。

　
参
考
ま
で
に
、近
隣
の
市
町
村
に

あ
る
火
葬
場
で
は
、区
域
外
住
民
の

成
人
遺
体
1
体
の
火
葬
料
は
次
の

と
お
り
で
す
。

日
ノ
出
町
ひ
の
で
斎
場
　
6
万
円

上
野
原
市
葬
斎
場
　
　
　
4
万
円

山
梨
市
東
山
聖
苑
　
　
　
4
万
円

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
助
役
・
収
入
役
が

　
廃
止
さ
れ
ま
す

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、４

月
１
日
か
ら
助
役
に
変
え
て
副
村

長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
副
村
長
の
職
務
は
、村
長
の
命
を

受
け
政
策
及
び
企
画
を
つ
か
さ
ど

る
こ
と
と
、村
長
の
権
限
に
属
す
る

事
務
の
一
部
を
委
任
を
受
け
て
執

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、収
入
役
を
廃
止
し
、職
員

の
中
か
ら
会
計
管
理
者
を
置
く
も

の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
林
野
火
災
の

　
防
止
に
つ
い
て

　
山
火
事
が
多
発
す
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
て

い
ま
す
の
で
、た
き
火
、た
ば
こ
、下

草
焼
き
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
火

の
不
始
末
が
原
因
で
、周
囲
に
す
ぐ

燃
え
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。作
業

や
行
楽
で
山
に
入
る
時
は
、

●
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
枯
れ
草

な
ど
の
あ
る
場
所
で
は
、火
を
使
用

し
な
い
こ
と

●
強
風
の
時
に
は
、た
き
火
や
下
草

焼
き
を
し
な
い
こ
と

●
た
ば
こ
の
火
は
完
全
に
消
し
て
、

投
げ
捨
て
は
し
な
い
こ
と
　
な
ど
、

火
の
取
扱
に
は
十
分
注
意
し
、貴
重

な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
村
民
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
丹
波
山
村
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

ー
ビ
ス（
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｙ
）で
は
、加
入

者
を
随
時
募
集
中
で
す
。

　
廉
価
で
高
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
簡
単
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、メ
ー
ル
も
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
領
域
の
も
あ
り
ま
す
。

　
村
民
だ
け
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
し

て
、皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

　２月６日、丹波山村社会福祉協議会に新しい福祉
車両「きずな」が寄贈されました。
　この車両は、YBS山梨放送が昨年の夏に放映した
「24時間テレビ・愛は地球を救う」に寄せられた募金
で購入したものです。
　車いすの利用者が乗り降りしやすいスロープ付
きで、軽自動車なので村内の狭い道でも大活躍して
くれます。村社会福祉協議会では、外出支援サービ
ス（診療所への送迎）に活用していきます。
　募金をくださった全国の皆様、ありがとうござい
ました。

　　区　分

12歳以上

12歳未満

死産児

改葬による遺骨

新料金

80,000円

50,000円

30,000円

30,000円

火葬時間

09：00　09：30
10：00　10：30
11：30　12：00
13：00　13：30
14：00　14：30

●青梅市営火葬場の新料金と火葬時間

4月は統一地方選挙

丹波山村選挙管理委員会　電話 88-0211

【告示日】　３月30日（金）
【投票日】　４月８日（日）

【告示日】　４月17日（火）
【投票日】　４月22日（日）

■ 丹波山村議会議員選挙

■ 山梨県議会議員選挙

今年は統一地方選挙の年です。
県議会議員選挙は４月８日、村議会議員選挙は
４月22日に投票日が予定されています。
私たちの山梨、私たちの丹波山を考え、皆さん
の投票をお願いいたします。

●丹波山村インターネット料金

区分

一般住宅

初期費用（工事・モデム代）

30,000円

利用料月額

3,150円

お
知
ら
せ
　Inform

ation

4月は統一地方選挙

24時間テレビ「愛は地球を救う」
スロープ付福祉車両を寄贈！
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粗大

ペット 雑誌

新聞 資源段ボ

燃

燃

燃

燃

ビン

ビン 粗大

燃

燃

燃

燃

カン

カン

段ボ 粗大

段ボ

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

ビン

ビン 粗大

燃

燃

燃

燃

カン

カン

段ボ

ビン

ビン 粗大段ボ

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

ビン

ビン

粗大

カン

カン

ビン

ビン 粗大

カン

カン

段ボ

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

段ボ 燃

カン

カン

燃

燃

燃

燃

ビン

ビン

カン

カン

燃

燃

燃

燃

燃

ペット

新聞

雑誌 ペット

新聞

雑誌

ペット

新聞

雑誌

ペット

新聞

雑誌

ペット

新聞

雑誌

ペット

新聞

雑誌

ペット

燃

ビンカン

■燃えるごみは、月・水・金曜日

■燃えないごみは、火曜日
　（カン・乾電池類とビン・陶器類を交互に収集）

■資源ごみは、木曜日
　（ペットボトルと白トレイは同じ日、雑誌、新聞、

　段ボ－ルをそれぞれ1日ごとに収集）

■粗大ごみは毎月１回、土曜日
　（自転車、ストーブ、金属の破片類等）

ごみ収集予定表
平成19年度　上半期

※予定につき変更または中止になる場合があります。
　テレビの9チャンネルか防災無線で確認してください。

4月から、収集する曜日が
便利に、わかりやすく！
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平成19年6月

平成19年8月 平成19年9月

平成19年4月 平成19年5月

平成19年7月


